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E緒言

昭和 15年 11月より 16隼 4月迄嘗観測所商寄り近くの富士Jl11買に於て大気電位傾度の観測

を行った．此値を嘗観郡j所構内の値と比較調査した所山の影響と見倣されるこ，三の結呆を得九

卸ち静穏日に於いて山頂は平均 186.5V/mで構内では 151.0V/mで山頂は1.24倍大をい． 日j艶佑

は爾者共朝夕 2同の極大が現はれ，るが山頂に於ける朝の極大は構内に於ける様た顕著た愛佑を示

さず，比較的に緩かで寧ろ夕方の方が大きい位である・之をフーりエ緩激で表はしてみると，構内

の日鑓佑は主として半日波に依るが，山頂K於いては 1日波及び半日波が同じ位でとのこつが重

って構成してゐる． 朝の極大時刻を見ると山頂では構内より約 1｛時間程遮れる犠である．倫日j嬰

4むに糊しては無象要素の同時観測結果を加味してニ，三考察した．緩いて曇天に於ける日饗佑及降

雨時に於ける饗4むについても調査した．

II観測

観測舗は嘗観測所より南南東約 1粁K在るー名富士山と呼ばれる丘の頂である．此丘は柿岡盆

地の中央より柏甫寄りの孤立丘で，山頂は直径約 30米程の大値平坦な注図形草地をたして居る．

周囲は北側を除いて桧林が取巻いてゐるが英高さは山頂と大差危い．現測小屋を此草地の中央に建

てた．測定の位置は海抜 128米で嘗硯御所より約 100米の高さである．

測器はヘンドルフ自記電位計を使用し，蒐電器にはラヂオトリウムを用ひた．蒐電器は小屋の

東壁より水平に突き出した竹竿の尖端K取付け，壁より 103額，地上より 198粧の高さである．

竹竿は 4佃のアムプロイドで堅固に支持され，之をプリキ箱に納め，乾燥剤を以て内部を乾燥し

た倫電位計内部にも乾燥剤を入れて絶縁低下を極力防止した．電位計感度は大館 15V/mm内外

に保ち，零舗は隔日K取った．

次に.1j、屋の北側で約15米離れて平商更正用露場を作った．蒐電器は別のラヂオトリウムを用ひ，

却j器は清水式電位計を使用し，之を小屋内に据えて毎分目測した．比較親測は昭和 16年 2月 4

8,21日の三個日に行民平面更正係数として 1.23の値を得た．倫同時に構内の値とも比較を行ひ

1.65の健を得た．

構内に於けるiWJ器拡ベンドルフ自記電位計を使用し．蒐電器は水滴蒐電器で，尖端の位置は壁よ

り110極地上より 240樋で平商更正係数は 1.32である．

Ill 静種目に怠ける目鑓化
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~I 表山頂"Jj_構内に於ける電位傾皮の毎時平均値（V/m)

時刻 I 2 3 4 5 。 7 8 9 10 11 12 

構富士山内 162 144 140 128 131 141 171 220 244 2却 208 194 
117 116 109 107 118 188 228 283 239 130 129 124 
126 120 119 l18 116 122 184 265 2槌 1部 141 12晶

比 1.39 1.25 1.29 1.20 LU 0.75 0.75 0,78 U>2 1.69 1.61 1.57 

13 14 15 16 17 18 10 20 21 22 23 包4 平 均

185 170 172 157 200 218 251 281 199 198 198 184 186.5 
117 105 97 85 118 179 281 170 176 166 153 141 151.0 
114 106 101 99 126 170 187 181 173 173 167 147 1510 
1.59 l.71 1.77 1.84 1.69 L盟 I.09 J.86 1.14 1.19 1.29 1却 1.24: 

山頂観測は昭和 15年 11月 15日より昭和 16年 4月迄の比較的乾燥の季節を撰んで行った

が構内の値と比較し得る静穏日のR識は 15日程であった．第 1表は毎時平均値を示す．皐位は

ポJレト毎米，時刻は中央標準時である．表中第 3列周は横内氏仰に依る嘗翻調l所に於ける 5ヶ年

間の冬季静穏日の平均値である．第 4列同は第1列，第23月jの比で，山自身に依る電位傾度の増

加の割合を示すもので，一日中の鑓佑を見ると日中は大鰻 1.5位，夜間は 1.3位で朝の極大時に

於いては山頂の値が車ろ小い事は注目すべき貼である．夜間此北が梢1J、い事は VIで述べるが夜間

構内一帯に資生ずる霧の影響の 帯 l 園

鴻電位傾度が梢増大する結果で 湖｜ 弘

ある．朝の比については＼＇ IIIC 

於いて述べる事にする．第1表

より 1日の平均値として山頂は

186.5V/mで構内は 151.0V/m

で山頂は 1.24倍大い．

第 1囲は第 l表を圃示した

もので・パイ〉は山頂，（ロ〉は構内

の値である．日鍵佑は朝夕2同

の極大が現はれてゐるが弐の如

き相具がある．

(1）山頂に於ける朝の極大は

構内に於けるが如く鑓佑
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が顕著も危〈，且備も小く夕方の極大が割合卓越する．

(2）山頂に於ける朝の極大時刻は構内より約 1時間遁れて出現する．

(2）に関して記録紙上位於ける極大時刻を比政してみても第 2表の如く同様た傾向が窺はれる．

次に第 1表及第 1砲の日鑓佑をフーリ

エ級裁で示す．

av 
山頂： ー＝186.5 + 24.8 sin(15 t + 211°) 

a11 
+36.0sin(30t+l77°)+14.4sin 

{45 t+11)+7.4sin(60 t+358) 

+ 11.6 sin(75 t + 141) + 2.0 sin 

雪作 2署長極大の卒均

期

健
一

允
一
時

極
丁
ー

の
一

朝
一
位

夕方の韓大値

値 時期

禽士山
構内

訂sv川 I0811 44"' 
414 I 07 46 

鈍 3V/ni

釘 9
ISb s2m 
lSb 44 

比 0.91 1‘20 

(90t+143)+2.4託n{105t+246)+2.8 sin{120+179). 

av 
構内： 一＝151.0+13.lsin(15t+369) +59.4sin(30t+207)+ 13.2sin (45 t+89) +26.2 sin(60 t+6) 

θlh 

+16.5 sin(75t+189)+6.6 sin(90t+166)+l0.2 sin(l05t+112)+5.6 sin{120t+97) 

部 3 表 日震化に 於 け る フ ー ヲ エ 常 設

c. Ci Cs α c‘ αIC, 9'1 cp1 Mc』 Jfes 

常士山
186.5 24:.8 36.0 14.4 7.4 L45 21I。 171・16h 印刷 脚 3 錦同

18% 19% ~百 4'百 20 48 

構 内
151.0 13.1 69.4 13.2 鵠~.2 4.53 部9 盟沼 ω 。。 08 06 

9~幅 39% 9負6 17% 20 06 

比 L24 I.89 

剥
1.09 0.28 司曲構 内 151.0 9.6 18.6 15.8 6.鴎 349 47 08 位

1931～1985 6!l百 12% 10% 

式中援幅広O以下は省略した時刻の原結は中央標準時の零時に取った．第 3表に之等の常数

を示す.oは振幅で1日平均値の百分率も示した・<pは零時に於ける位相， Mc1は1日波， M＂＇は

半日波の極大時刻である．最下表は横内民舶に依る結果で比較のために掲げる． 担て，第 3表に

依って日j襲4むを再び吟味してみる．構内の自費佑は殆E宇日波で決るが山頂では半日波， 1 日波が

同じ位で之等治効nって構成される．卸ち 1日波は地袋より上空に於て卓越する傾向が見られる．

倫第 1聞に之等 1日：波及び半日波も闘示した．

IY. 曇天lζ焼ける目鍵ii:

曇天に於ける f殊に下居窓多き日｝電位傾度の値は一般に少くたれ殊l't:朝の極大が定尉＝に旦極

大時刻が遅れると云ふ事は低・に横内氏が調査された所があるが， 2持者も同様注調査を山頂及構内に

(2) (1）に閃ピ．
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就いて比絞し同様た結呆を得た．第 2園は無謀要素が静穏と見徹される場合 1時より 14時迄の

日服零怠る目 8i1岡田について調査したもので

ある．

y 降雨時に扱ける艶化の比較

降雨に際して電位傾度は可成り大きく且令
ちぷ

速にE及び負の費動を生ずる．多くの場合費 抑

北の形は山頂及び機内共極めて類似してゐる

が多少の例外もあった．之は殆ど移動性の弱

い瞭雨に限られ一方的の降雨であっ免ので今

岡の比較に於ては除外するととにした．

比較は次の如く行った或る 1つの襲佑よ

り次の鑓4むに至る起の電位傾度の差dPと共

建佑K要した時間 dtとの比 dP/<ltを求め，

1つ 1つの鑓化について比綾した．用ひた降

雨間敷は 14聞で， 128箇の資料を得た．倫

dP/dtが雨者共 20V/min以下のものを 1,

100 

'200 

100 

部 2 周

山頂

4- ' 8 10 
A・

オ露 肉

司 ー』J

－－－手五走、白
一ー長＂＇－ El 

20～30のものを 2,30以上のものを 3と直別して第 4表者と作った．

第 4表より分る様tc,

山頂K於ては 1.5倍程饗

化が大きく出る，利比値

は dP/dtの大きさ，降

雨種類に無関係危事は注

意すべき酷である・此事

は今岡の如〈破測尉が近

接せる場合，降雨時に於

ける無象欣態には殆ど差

異が無〈唯山のみの影響

K依るものと見倣して良

いであらう．

YI 銀象般態の比較

降雨香焼

I 
II 
III 
IV 
v 
VI 
VII 
VIII 
IX 
玄
XI 
xn 
玄III
X1IV 

1 

2.07 
2.15 
一

1.4<' 
1.13 
工部
Ll7 
1.30 
1.74 
L46 
0.98 
l.87 
1.18 

1.“ 

1(i 4表降雨時に於ける d}1dt.の比

同重量 2 同量生 3 問主主

2 2.03 3 1.75 17 
2 一 1.冊 2 

2.65 2 一
一 1‘.65 2 

l L50 a 1.18 1 
6 1.91 2 1.46 2 
1 1.31 4 1.46 4 
2 1.76 2 l.ll 4 
5 1.46 8 1.29 3 
5 1.47 2 1.26 4 
8 1.91 2 1.36 2 
2 1.錦 3 0.96 1 
6 一 1.57 2 
6 1.68 2 LSS 7 

45 1.76 82 1.41 61 
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電位傾度は無象要紫の鍵4むに依って著しく左右せられる．山頂及び梼内に於いて無象上Eの程度

の差異があるかを見る鴬比較観測を行った．観測は昭和 16年 11月 1鳥羽田の爾日で共に快晴

静穏であった．種々の都合で電位傾度観測期間中に行ひ得たかっ先のは遺憾であったが，其傾向を

多少とも伺ひ得るものと，型、ふ．気象要素としては集温の鉛直会布ー~也義及び地上 10cm,50cm,

100 cm, 150 cm－，地中温度一一地下 .5cm,lOcm, 20cm, SOcm－，掛度及水蒸気張力一一地

上 lOOcm－，風向及び風速一一地上 200cm一一等である．説明器として気温は棒欣寒暖計，地中

温度は曲管寒暖計，滋度及び水蒸気張力は，山頂に於てはアスマシ遁風乾漁計，構内に於ては通風

乾源計，山頂の風速は被風計を使用し，風向は同測で行った．

先づ著しい相異の見られるのは集温の鉛直分布及び地表温度である．日経化の援幅は何れも構内

の方が大きい．夜間に説いてみると山頂の集温は構内K比して幾分高い．之は嘗観測所が富士山の

北麓陀在って日：波が山頂より幾会早〈起り，従って地表近くの集居の冷却を早〈生ずるとと，次い

で夜が更けるに伴ひ山頂地表近くの冷却集局が漸次山腹活ひに降下する結果縛内の方は此冷却筑居

中に埋泣い山頂に於いては寧ろ比較的酸い気居に露出せられるものと思はれる．戎に考へられる

事は地表面の相異である．山頂は梢粘土質の斡主であり，構内盗電露場は裸の郁却である震に地表

面に於ける比熱は山頂の方が大きい．

今問の比率定観測より 6時， 8時の地面温度を見ると，構内の筑j且上昇の割合は山頂の其れに比し

てった鐙倍位であり，夕方に於ては後者の方が早〈冷却してゐる．斯様左傾向は日中に於ても現はれ

τゐる．

ヲえに興味のあるのは無滋の鉛直分布である．何れも夜間に於ては地表面近くの集居が冷えてをり

越縛肢態を注してゐるが，日出後太陽穏射を吸牧して無温が急：上昇を初め，漸次にして此逝締欣態

が破れる．此時刻をみると山頂に於ては構内に於けるより約 1時間程遅れてゐる． 日出時刻は山

頂の方が幾会早いにも拘ちす噺様た混れを生ずるのも亦地表面の比熱の相具K蹄すべきものと考へ

ちれる．

YII 目！襲化に闘する考察

既tcIII IC於て述ぺた如〈静穏日に於ける山頂及び構内の著しい相呉は次の勤である；即ち山

頂に於ける朝の極大は構内K於けるが如〈頼著に卓越せず比較的綾かで且極大時刻が約1時間程遅

れる．倫夕方の極大は割合に大きい整理化を示す．

之に闘して考へられる酷は，金装置の絶縁献態の良否，記録に於ける時刻の不同，無象蹴態及び

;2:中電気要素の差異である．山頂に於ては乾燥聞を使用した関係上夜間は日中忙比して多少の絶縁

低下がある事ι患はれるが，観測期聞が乾燥期であったので差程の事はたい．叉時刻の不同も数分
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程度であり，問題は主とし昼中電気現象及び気象獄態の差異に障すべきものと思はれる．

電位傾度目i艶化に闘する理論には大値二つの見方がある．英一つは Whipple<3＇が Kewtc於

ける硯測より提唱せるもので．大無混濁に依る僻導度捷佑で説明せんとするもの，他の一つは

Brownn仰 が Stanfordの観測より提示せる正の密閉電荷饗化で説明せんとするものである．前者

は大都市の如き媒煙或は盛挨の費生が多孟制織に於ては云ひ得るが，国固に於ては都市に於ける

が如き座挨に顕著た費佑は考へられたい，寧ろ室関電荷鑓佑に依る事が多いと考へちれる．

今聞の観測では電位傾度以外の資料が友いので，確危事は去へ危いが，山頂及構内に於ける空間

電荷の日嬰4じが気象？状態の相異に依って二次的に影響されてF 電位傾度lに相異を招来するものと思

ふ．低tcVIに述べた様に夜間に於いては山頂の気温が瓶して高温である事，及び早朝に於ける気

温の鈴直傾度の小い事よりして，山頂の無温越騨の破壊欣態は明らかに構内よりも遮れてゐる．之

が電位傾度の極大時剰に時間の遅れを生ずる重要注役を演ヒてゐるのと信ずる．之等に関しては近

い将来更に詳しくil！慌調査するa己、積である．

YIII結び

富士山と嘗観測所とに於ける電位傾度の同時観測を行った結果山自身の影響と見倣し得る貼が二

三見出された.： (1）山頂の電位傾度は平均して約 1.3倍大いが山自身のみの影響は日中の平均 1.5

倍と見徹される． (2）静穏自民於ける目提化の振幅は梢小ぃ． (3）降雨の際の饗佑は約 1.5倍大き

し之は山自身のみに依って起ると考へられる． (4）策集要素の同時観測よりして，之が電位傾度

の日礎化の相具に大き左役割を有してゐると考へる．

~中電無要素と無象嬰棄との聞に密接た相測がある事は既に多くの人謹によって論義せられてゐ

るにも拘らず飴り明瞭にされたい理由として，之等要素の複雑性及び局地的の影響大たる事が事げ

られるが，要するに，相省長期間に亙る之等要素卸ち電位傾度，空間電荷，電気停導度，イオン等

及び気温，漁度，無腰，風向，風速等の鉛直介布の並行観測を行ふ事に依って初めて遣し得るもの

と思ふ．

終りに臨み今岡の観測に針する機合を典へて下さった今道所長初め，山頂観測に蛍つては小松，

鎌間隔氏，叉気象観測に於いては三崎氏に負ふ所極めて大であった．倫種々有益友御助言を下さつ

た横内幸雄氏等，と Lに厚〈智穫を申上げる．

(8) Qurt. Jour. Vol.出， 1929.351-362. 
(4) Terr. Mag. Vol. SS, 1988, l但－174.

f昭和 17年 9昂｝
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On出eEJectrici；もyon Rain (par色I)

By S. K：諸国l.

Since Feb. 2601，白ewrl旬rb回 carriedo凶 ame岨 orementof the elec世rici句 onrain. A自由e

ft蹴 ieportwe inv1倒 tlga加 也edata !tom Feb.旬 Aug.of this ye飢

In otdfnary rainfalls accon1panied by atmospheric depression，ぬecharge of bo出 signsis abo叫

0.1 e.s.~. per .c.c. and not e玄 関eds0.5 e.s.u. per c.c. The cuπ阻 tdensity due to the rainfall。fthis 

kind iS in range仕。m 10-1• to 10-11 amp. per square cm. P1伺 itivelycha暗闇drains occ町 more

f問 quentlyrompared wiぬ noga健veones. 

In ehowe四回companied.by fronts，拍echarge amolin旬 over1.0 e.s.u. and f色occursrarely more 

than却 e.s.u.per c.c. The e回目的 donsl句 ofぬisca時 i目岨也eorder of I0-18 amp. per square cm. 

The charge observed in r.ainy sea冊nf s about 0.01 e.s.u. per c.c. and smaller than th前 ofordin-

ary rainfalls. 

When :rainfall e玄ceedRl.6 c.c. per min., zero or negative charge is i;o slightly白atwe ran not 

observed i色， whileposl色ivech81'ge shows a lower value in rainfall缶o:rn0.5 to 1.5 c‘c. per min. and 
when It exceeds 1.6 c.o. per min.，も；hecharge旬nds旬 increasewith rainfall. 

As色0 也ere laもionwi由主bepoten低algradient, ft .Is a predominant tendency in our cae，ぬat

the nega色ivepotential ie眠 elusivelyaccompanied by positively charged rain, while in色beforeign 

countrie自由1enegative cha昭eifl also observed. 

On the M@chanical Collect.or 

By M. MtsAEI. 

In summer of 2601, t.wo kindfl of mechanical collectoぉdesignedby Mr. Y. Yokouti were in防al・
led atぬ旬。回erva句ry. Their constructions and some obsぽveddata are reported. 

In the first type，血eshielding plate le rotated over也a旬。 insnlaぬdpla旬awhich也ke・the 

surf a伺 chargeproi;ortional加 theexisting e町出’afieldwhenぬeyare expα罰ed.On曲econtrary，，色he

insulated pla施。fthe sec。nd勿perota旬suttder白白血edshielding柚 ichh国側oapertures. The 

former is shown ~ Fig. 1, and the latter in Fig. 7. 



On色heAtomo.spherie .Po旬凶，ialGradie凶 atthe Top 

ofもhe Hill，αKakioka Fujiyama” 
Bys. Kum払

From Nov. 2600句 Mar.2伺1，出ewriぬrcarried ou・色ameasurement of也eDOぬntiall?l'adien色

near也eear泊’asarface凶 thetop of也ehill回・called“Fujiyama”・ Theobserving point is loca旬d

abo凶 Ikm. sonthwanl 缶・om悩 sobserv剖ory.つl'hiehill sぬndsalone at som何 ・ha・も印凶hfromぬe

伺 B旬rof色；heKa滋okabasin. The句pd色hehill is fiat and forms tbe circnlar ground about釦m.

in dt釦neter,surrounded wt也 pine蜘 es位 ceptingfor norぬside，出eirheight being neatly equal旬

也elevel ofぬe志op. The observing point is at an elevation of 128m. above白esea level and about 

100 m. higher也an也isobsぽva加ry. 

.As the me昭uringapp田 叫us,a Benndorff’g自e1告別ordingelectrometer w回 usedwi色ha radio 

也oriu皿 collectorwhich was apar色108cm.fromぬewall and 198 cm. abo¥fe出eground. I旬 reduction

fac句＇rto a flat place is 1.28. On the o也erhand，前也isobserva句rya wa・旬rdropper collec色oris 

田 edwhich is 185 cm. apa拍 fromぬewall and 200 cm. above也eground. Its reduction fac句ris l.82. 

From也ere回Itsof也esimultaneous ob抱 rvationewe ob包.ined，四 anaverage value, l邸.5V/m

a色白ehill and 1回.5V/mM 也ieobservatory. The former is 1.29色imes回 largeas the latter, but 

the hourly ra色iosbe阿倍nぬemchange considerably andぬeaverage ratio from 11 b to 16 h is L＇邸 ．

It must be no低cedthat the value of也emorning maximum M ぬehill ie r瓜hersmaller白血

曲ata色色，hisob酷 rva句ry.

The diurnal variation in a fine w白色hershowsぬedouble m眠 ima・句peat both places, b前 もhere

are some differenc伺掴 belowmentioned; 

(1) The ampli色odeatぬehill is smaller白血也前前ぬisobserva・旬ry，出atis. in the latぬrthe 

morning maximum develop回 predomin組事ly也m evening ma玄imwn,while in也efor酒 er

th回 emaxima being nearly t!QUal. 

(2) The色imeof maximum inぬemorning at the hill is色endingぬ retardabout one ho町出an

也前抗出ieobservatory, while他eevening maximum occurs almosもt・hesame tim.e at both 

p1闘拡

Such differences may be attributed加出oseof the meteorological co.:ditions at both p1a四 s,

留pecially旬拍atthe reve四 eds阻tein也ea加。spherenear也e加＇Pof the hill breaks earlier than 

d副atat曲isobserva旬ry.

The writer a＇同 di自eussedthe diurna1 variations on cloudy days and the potential variaも;ions

during rainfalls. 

The Earth’s Magnetism and Earもhquake{I) 

ByT. Y・倒 IMATD.

(1) The world-wide di自信ibutionof也eso-called foci of the secular vari前 ionof曲eearth＇’s magne・ 

もis!Dis well relatecl to仙 atof油eland and ocean, and a more cl伺 efnve前igation.considering也e

distribution of the principal earぬquakezones, eu~sts a p伺 Bible何回eof地 剖esecular variation!! 

due to出einrlu叫ionby the present general fie1<L 
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。：）The岨nualmeans of both horizontal and vertical intenslti倒的 theE油 iokaand Toyohara 

国昭netfcObserva卸rle自 ares同.tistlcallyinveetfgaぬd台。m 油epoint of view也前開meof local 

magnetic disturbances恒也evictnl旬。fぬeactive町 田taldeformation should be e玄pee旬d句 rela拘

加もheoccurence of earthquakes. The resnft obtdned Is jo品目。也atthe general investigation。f

曲eseculaT variation 祖国bbe attacked帥 ftrstfrom出isco田 Id町 帥ion.

OnもheE・rup・もiveSolar Prominence on Mぽ・ 4,2603, and 

ぬeGroup of the Sun-Spoも， No.2832. 

By T. OsAWA. 

Some observed facts are reported on a moderate but erupもlveprominence appeared onぬee銅色

limb ofぬesun disk and the回目ocia:拘d聞酒spot,includ.ing也eirp伺siblee1fec旬 upon也eearth’e 

magneもicactivity. 

A Report of some SoJar Measurements during the 
Solar Eclipse, of Feb. 5, 2603. 

By T. OsAWA 

On也eoc偶 sionofもhe句tal回 fareclipse, a. photographic measureme凶 ofthe time ofぬeend 

of the eclipse and oぬeraare reported. The error of the present pho旬graphicmethod is probably 

wi出inぬelimit ofもWO鴎 condsof time. 


